
目 的

平成９年度に策定されたトラフグ資源管理指針に基づ

き, 平成��～��年度の２カ年間に漁業者検討会での検討

を経て, 平成��年度には資源管理計画が作成された｡ こ

の内容は資源管理指針の柱である解禁当初の強い漁獲圧

を低減するための��月の休漁については充分な合意形成

に至らなかったため, 今後も改善に向けて検討を行う必

要があると考えられている｡ 合意形成に至らなかった要

因の一つに, 地先での魚群の移動分布が明らかにされて

いないことがあった｡ 管理計画をより効果的な内容へと

見直すために, 地先における魚群の分布移動等資源構造

の把握並びに問題点の解決を図る｡

材料及び方法

１. 産卵生態調査

志摩の国漁協安乗支所に所属するまき網 (��トン型)

１統の産卵親魚漁獲量を調査した｡ なお, 後述するよう

に漁獲量が少なく全長測定は実施できなかった｡

２. 漁獲物組成調査

伊勢湾口地区として志摩磯部漁協石鏡支所, 熊野灘南

部地区として熊野漁協二木島支所にて延縄漁獲物の全長

を測定した｡

３. 漁獲実態調査

県下��地区における延縄の漁獲日ごとの漁獲隻数, 漁

獲量・尾数, 漁獲金額を調査した｡

４. 分布移動調査

延縄資源として加入(１＋歳魚)後の分布・移動を把握

することを目的として, 的矢湾口沖伊勢湾口にて標識放

流を行った｡ 供試魚は(社)日本栽培漁業協会南伊豆事業

場が採卵に用いた雌５尾を用い, ５月��日にアーカイバ

ルタグと背骨型ディスクタグの２重標識を施し, ５月��

日に��°��′�, ��	°�
′�に放流した｡ 放流時の平均全長

は��

��, 平均体重は���
��であった｡ なお, 供試魚は

すべて静岡県内の延縄で漁獲された個体である｡

結果及び考察

１. 産卵生態調査

産卵親魚の混獲は４月３日に始まり, ５月１日に終了

した｡ 今漁期はもっとも多く漁獲された日でも５尾であ

り, 産卵盛期は不明であった｡ 総漁獲量は	�
�キロであ

り, 漁獲尾数は��尾, 平均魚体重は約�
���であった｡

昭和	�年や平成元年には共に�
�トンという記録があり,

それを下回る非常に少ない漁獲量であった｡

２. 漁獲物組成調査

伊勢湾口地区及び熊野灘南部地区の延縄漁獲物の全長

測定結果を図１に示した｡ 両地区とも��月のモードは

����であり, 昨年同期より２��小さかった｡ 卓越年級

群を形成した平成��年度漁期も同様に魚体小型化の傾向

を示した｡

３. 漁獲実態調査

今漁期の伊勢湾口地区は出漁２日目から投縄数を１縄

減らし, ２縄として��月中の操業を行った｡ これは１日

に処理できる市場能力を考慮した以外に, 単価の暴落を

避ける目的で, 漁業者が自主的に取り組んだ漁獲圧削減

策であった｡

延縄による漁獲量・漁獲金額の経年変化を図２に示す｡

平成��年度の総漁獲量は�
�
�トン, 総漁獲金額は	��百

万円で, それぞれ対前年比�
�倍, �
	倍と前年を大きく

上回った｡ 過去��年間で漁獲量は平成元年の���
�トン

に次いで多いが, 漁獲金額は平成元年に比べ��
�％であ

り, ３番目に多い記録であった｡ 平均単価の�����円�

��は昨年の	�％であり, 過去��年で, 最も安かった｡
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図１ 延縄漁獲物の全長組成
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伊勢湾口地区 10月 Ｎ＝231

熊野灘南部 10月 Ｎ＝143






